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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・人事考課面接の予定表をメールするので、各自で確認し、都合が悪い場合には小嶋SGMへ連絡し調整を行うこと。人事考課表は面接前に作成し、小嶋SGMへ提出すること。
・各自、緊急連絡網の確認をし、いつ連絡がきても対応できるようにしておくこと。

・各種研修会の案内が来ているので、日程を確認し、参加希望する場合には申込み手続きを進めていくこと。

・田名部Dr．より、デイケア利用者高柳和子様の問診時の様子についてメールにて情報提供あり。今回の希死念慮があったことについて理由はよくわからない、天気や気温のせいもあるかも知れない、と話していたが特に内的不穏が強そうな感じでもなく、気分転換にデイケアなど今後も利用して行くことを勧めると了解していたとのこと。処方は抗うつ薬など変更して観ていくとのこと。
・10/20（木）～小嶋SGMは電子カルテ運用に関する施設見学のため終日不在となる。

・本日13:00～五日市規様見学予定。
・疾患別診療計画書はデイナイトケア、ナイトケア利用者分は9/30（金）までに作成すること。
・10/3（月）野月利章様のケア会議が開催される。
・10/3（月）16:00～プログラムミーティング。10/10（月）の祝日プログラムについて検討予定。事前に利用者様からも希望について確認しておくこと。

・10/19（水）～八戸学院短期大学看護科の学生5名が実習予定。

・医療福祉学会のパワーポイントの締め切りが10/17（月）となっているため、作成し小嶋SGMに提出、確認後提出すること。また、1人に任せきりにせず、チーム全員で作成に関わること。
・11/8（火）実地指導があるので、準備を進めていくこと。日々の記録に間違いの無いよう、作成時十分注意すること。
・10月に入り次第、外来カルテから6月分の記録を外し、カルテ庫のカルテへ綴じる作業を行なっていく予定。
＜利用者様情報＞

デイケア
・根地戸　恵　様～特定スタッフへの話し掛けが多くなっている。また、よだれが多いと訴えており、問診時担当医へ相談してみるように伝えている。前回の問診時には薬の飲み忘れが無かったことを報告し、担当医より評価されている。

・下苧坪康一郎様～10月よりデイケアの正式利用開始予定となる。10/6（木）開始予定。指示箋等必要書類の準備を進めていくこと。担当：斎藤

デイナイトケア

・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり。帰荘後バッグのベルトを外し、持っていることがあり、カバンから外したり、頭に巻いたりしないようにと注意を受けているとのこと。午前中のデイナイトケアでは、病状や過ごし方に変化は見られていない。引き続き病状、所在に注意しながら関わっていく。
・倉石　ヨシエ様～青風荘より情報提供があり。帰荘後カウンターへ自ら「薬けろ」と来られ、足の掻痒感の訴えあり、軟膏塗布している。昨日、左膝の疼痛聞かれ、確認すると軽度の浮腫が見られている。浮腫について朝、再確認すると軽減しているとのこと。デイナイトケア来所時には、同様の訴えはない。引き続き上記状態の確認を行なっていく。
　　　　　　　　　帰荘時、エレベーターに乗ることを拒否したのは9/26（月）のみで、その後は拒否なくエレベーターを利用している。拒否があった場合にはナイトケアスタッフが本人と一緒に階段を降りる対応をする。

・吉田　キクエ様～一昨日の夕食時、食事摂取時に食べ物を喉に詰まらせたような様子があったため、水分の準備をし、食事も刻んで対応している。本日の昼食は問題なく摂取していたが、早くかき込むように食べることがある為、スタッフからゆっくり食べるように声掛けを行っている。今後も食事摂取状況に注意していく。

・奥山　以依子様～青風荘より情報提供があり、帰荘後足洗いの際、左すねに掻き傷があり、声掛けすると「今は少ししか痒くありません」と話していたとのこと。デイナイトケア来所時には、同様の訴えはない。引き続き上記状態の確認を行ない、痒い時はスタッフへ知らせるよう伝えている。

・千葉　輝夫　様～息子様からの要望について担当医に確認している。先週末、入浴後に体調不良があった為、今後の対応としては①入浴は朝食後薬を服用後2時間後以降、②血圧測定は3回測定（朝・昼・夕）、③息子様が来所時にその日の様子を尋ねてくるため、来所時にはデイナイトケアスタッフが対応する。
ナイトケア

・関　　秀治　様～現在の体重について84㎏と話す。目標体重は70㎏とのことで、弁当を持参するようになってから体重は減少傾向だったが、最近は間食をして増加したと話す。自宅で過ごす際に間食をしてしまうとのことだが、体重増加に気付き控えていると話している。ナイトケア利用時に夕食内容だけでなく、間食の頻度や内容についても把握していく。

・中居　美津子様～自主活動時に、ほぼ眠って過ごしている。夕食時に疲労感について尋ねると「めったにやらない乾拭きをやって、汗をかいて疲れた」と話している。本日のナイトケアでは無理をせずゆっくり過ごすよう促す。夕食後も睡眠をとって過ごしている状態である。また、青南病院医事より、支払いを滞納しているとの情報あり。支払いをいつするのか尋ねたところ「25日に払います」と話したが、25日を過ぎているため払ってほしいことを伝えるも払わずに帰ったとのこと。対応については医事担当者が行っていく。
＜外来情報＞

・熊林　卓也　様～デイケアが暇であり、母様からも通わせる意味がないのではないかとの話がある。医師より、デイケアの担当スタッフと時間の使い方や暇な時に何をして過ごすかなどを検討していくように指示がある。

・藤井　純子　様～2週間ほどそう状態であることを報告し、服薬の変更を希望。携帯のサイトで浪費傾向があるとのこと。震えは相変わらずある、不安感が強いことを訴え、ロラゼパム→セパゾンへ変更。次回の受診には母様が同伴予定で、入院について検討予定となっている。

・富田　紀子　様～特に変わりなし。

・奥山　以依子様～便秘薬の薬代を払うなど理解不能な話を始めている。

・坂本　健治　様～柿の木苑の利用を週4回に増やしたいことを報告している。幻聴は変わらずあるとのこと。

・中居　美津子様～個人名を挙げ、ストーカー発言をしている。

・鹿原　博夫　様～特に変わりなし。うみねこ幸房で注意されることはないかと聞かれると「ないです」と話している。

・前野　義勝　様～特に変わりなし。腰痛があることを訴えている。
＜事例検討会＞
カンファレンスシート（　庭田　美紀子　様　）

実施日：H28年9月29日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：藤田・戸賀沢・石渡

参加者： 小嶋・赤坂・藤田・馬場・石渡・戸賀沢

検討内容目標・計画の見直し

	氏名
	庭田　美紀子　様
	性別
	女
	年齢
	61
	生年月日
	S29.7.16

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	

	本人希望
	生活リズムを安定させて一人暮らしを送る。

	家族希望
	

	入院歴
	計　1　回（最終：H28.1.19～H28.8.30）

	通所歴
	1回目

※今回：H28.9.5～現在（週3回/月･水･木曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護五福

	· 住居：アパート
	家族構成




	利用制度
	＊生活保護


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	安定した生活リズムを獲得し地域生活を送ることができる。
	①挨拶や会話等を通じて他者と関係を築くことができる。


	①来所時に他者へ挨拶を行う。
	①来所持に玄関等で他者へ挨拶を行うことから開始する。他者と会話をする機会が得にくい時は、スタッフが介入し他者とコミュニケーションをとりやすい環境を作る。

	
	②生活リズムの安定を図る。
	②起床・就寝時間を決め生活リズムを整える。毎食食事を摂り、服薬時間を守り生活を行う。
	②起床・就寝時間について確認する。疲労感や体重減少がみられた際は食事の摂取内容や回数について確認していく。



	
	③単身生活の中で自分で行えることが増える。
	③不明点や興味を持った物・出来事について他者やスタッフへ質問できる。
	③日常生活の中で不明なことはないか質問を行う。内容に合わせ対応を行い、自発的に質問があった際は評価を行いその行動を強化していく。


【検討内容】目標内容の検討

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①来所時に他者へ挨拶を行う。
	・デイケア来所時、帰宅時に挨拶を行うことが出来ている。他者から話し掛けられコミュニケーションをとることが多いが、自分から話題を提供することもある。利用開始し一ヶ月未満だが、挨拶等の交流は問題なし。
	・短期目標の内容は達成できている為、内容を変更する。

	②生活リズムの安定を図る。


	・起床、就寝時間は自分で決めデイケア利用日には時間に間に合い来所できている。特に乱れはなく、行えている。生活費のことを考えている（月末は不安感あり）が、食事は抜かず摂取できている。就寝前薬は忘薬なく服薬できている。
	・退院後一ヶ月経過していない為、生活リズムについては今後も様子を見ていく。よって目標は継続する。

	③不明点や興味を持った物・出来事について他者やスタッフへ質問できる。
	・スタッフより生活上で困っていることや疑問点について尋ねられると「そういえば…」と答えることはあるが、自発的に質問することは少ない。
	・自発的に質問することが少ないため、今後も目標は継続する。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	安定した生活リズムを獲得し地域生活を送ることができる。
	①自身の病状悪化時のサインに気付き、適切な時期に対処ができる。


	①体調不良時、体調で気になることをスタッフへ伝えることができる。
	①スタッフとともに病状悪化時のサインについて振り返り、サインがみられた際はスタッフより声掛けを行い気付けるようにする。

	
	②生活リズムの安定を図る。
	②起床・就寝時間を決め生活リズムを整える。毎食食事を摂り、服薬時間を守り生活を行う。


	②起床・就寝時間について確認する。疲労感や体重減少がみられた際は食事の摂取内容や回数について確認していく。



	
	③単身生活の中で自分で行えることが増える。
	③不明点や興味を持った物・出来事について他者やスタッフへ質問できる。


	③日常生活の中で不明なことはないか質問を行う。内容に合わせ対応を行い、自発的に質問があった際は評価を行いその行動を強化していく。


・病状悪化時のサインについて、スタッフと話しその内容を目標に入れる。

